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要   旨 

 相対的に富栄養な広島湾と貧栄養な燧灘の干潟においてアサリの成育・成熟について実態調査を行い，これらに差が生

じた要因について各干潟の餌料環境により考察した。アサリは，広島湾の干潟では年間を通して成長するのに対して，燧

灘の干潟では11月から5月にかけて成長が停滞した。肥満度は広島湾の干潟が総じて高く，肥満度及び群成熟度の結果か

ら，広島湾の産卵盛期は春季と秋季の2回，燧灘では夏～秋季の1回のみと推察された。直上水のクロロフィルaは，広島

湾の干潟で高く，特に燧灘で成長が停滞する11月から5月にかけては，5倍以上の差があり，アサリの成長・成熟の地域差

は餌料環境に起因していることが推察された。また，底生付着藻類の巻き上がり易さが直上水のクロロフィルaの上昇に

寄与し，アサリの成長・成熟の地域差に関与していることが示唆された。 

 

 

 

1．はじめに 

瀬戸内海は，かつて「瀕死の海」と言われるほど水質

が悪化し，赤潮の発生により水産業に多大の被害が生じ

た。しかし，その後の環境保全施策の効果によって，水

質は改善されたものの，流入負荷の減少に伴う「貧栄養

化」が問題となってきた1)。貧栄養化の水産への影響につ

いては，まずノリ養殖で，次いでアサリ養殖でも認識さ

れ，現在では魚介類全般で懸念されてきている2)。栄養塩

類が減少すると，沿岸生態系の一次生産者である植物プ

ランクトンや底生微細藻類の量が減少し，海域の生物生

産性が低下する。これらの減少は，それを餌とする魚介

類の減少に直結し，漁獲量の減少につながる。 

このような状況を受けて，2015年に瀬戸内海環境保全

特別措置法が改正され，生物の多様性や生産性が確保さ

れた「豊かな海」を目指すことが明確にされた。さらに

2021年の改正では，栄養塩類管理制度が創設され，特定

の海域への栄養塩類供給が可能となった。瀬戸内海は多

くの湾・灘で構成されており，海域ごとの環境特性は異

なる。このため，それぞれの湾・灘の実情に応じた「順

応的な管理」の考え方や十分なモニタリングに基づいた

対策が求められている。 

一方，アサリは身近な水産物の一つであるが，漁獲量

は1980年代以降大幅に減少し，瀬戸内海では1985年の約

4.5万トンから2020年には75トンまで激減した3)。この要

因として，埋め立て，乱獲，病害，貧酸素などが挙げら

れているが，近年は貧栄養化による餌不足が指摘されて

いる4)。広島県は，現在，瀬戸内海一のアサリの産地であ

り，漁業者による養殖や地域住民による保全活動が盛ん

に行われているが，県内のアサリの漁獲は，広島湾及び

県東部の尾道地区に限られており，県中部での漁獲はほ

とんどない。 

本報では，相対的に富栄養な広島湾と貧栄養な県中部

の燧灘においてアサリの成育・成熟についての実態調査

を行い，成育・成熟の地域差が生じた要因について各干

潟の餌料環境により考察したので報告する。 

 

2．方法 

2.1 試験場所の概要 

試験は，広島湾内に位置する広島県廿日市市宮島町及

び燧灘に位置する呉市安浦町の干潟で行った（図1）。い

ずれも前浜干潟である。各地点の近隣にある環境省広域

総合水質調査5)における全窒素（TN），全リン（TP）及び

クロロフィルaの2019～2023年の5年間の平均値を表1に

示す。これらはいずれも広島湾で高く，特にアサリの餌

料の指標となるクロロフィルaは，広島湾7.5μg/L，燧灘

1.7μg/Lと広島湾の方が4倍以上高くなっていた。相対的
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に広島湾は富栄養，燧灘は貧栄養な海域といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 広島湾及び燧灘における調査地点 

 

表1 広島湾及び燧灘における全窒素，全リン及びクロロ

フィルaの年平均値（2019～2023年の5年間の平均値） 

 

 

 

 

カッコ内は，（最小値～最大値）を示す。 

 

2.2 アサリの育成試験 

クロダイ等の捕食を避けるために，網袋（収穫ネット

袋10kg用，ポリエチレン製，350mm×600mm）に砂を封入

し，この中でアサリを育成した。アサリの成長は，地盤

高により差が生じるので，いずれの干潟も網袋はDL+0.9m

程度の位置に10個程度設置した。試験は，2021年～2024

年の間に3回行い，アサリの成長と成熟の指標として，殻

長，生残，肥満度及び群成熟度を定期的に測定した。育

成試験の期間と測定項目を表2に示す。第1期及び第2期は

7月，第3期は9月に試験を開始し，アサリ稚貝を1袋当た

り50個体収容した。供試稚貝は，宮島で採捕した稚貝を

用い，安浦にはこの稚貝を移植した。なお，試験開始時

のアサリの平均殻長は，第1期及び第2期は12～14mm程度，

第3期は約18mmであった。アサリの殻長及び生残の測定は

概ね2ヶ月に1回の頻度で行った。生残の測定は，網袋内

のアサリを取り出し，個体数を計数し（n=3），開始時か

らの生残率を求めた。殻長はうち1袋をデジタルノギスに

より計測した。これらの計測は毎回同じ網袋で行い，計

測後は砂とともに元の網袋に再収容し，試験を継続した。

肥満度及び群成熟度は，宮島では1ヶ月に1回，安浦では2

ヶ月に1回の頻度で測定した。これらの測定は、上記の3

袋を除く複数の網袋から殻長25～30mmのアサリを計6～

10個体程度取り出し実験室に持ち帰り測定した。なお、

網袋には予備の網袋から同サイズのアサリを同数補充し

て試験を継続した。肥満度はアサリの栄養状態（身入り）

の指標であり，次式により算出した。肥満度の値に対応

するランク及び栄養状態を表3に示す6)。 

 

 

群成熟度は，生殖巣の発達状態を目視により表4に示す

ようにA～Cの3段階に評価し，安田らの簡易成熟度判別法
7)に準じて次式により算出した。これらは，肥満度を測定

した個体について行った。 

 

 

（n1，n2，n3：それぞれA，B，Cと判定された個体数，

N：総個体数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4 アサリ生殖巣の成熟度判別基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 餌料環境調査 

餌料環境を示す指標として干潟直上水と底質のクロロ

フィルa（Chl-a）を測定した。干潮時に干潟直上水（底

上約20cm）及び底質（表層1cm層）を採取し，アセトン抽

出法8)により行った。干潟直上水は，2022年7月～2024年

11月の期間に，底質は，2022年5月～2024年3月の期間に2

ヶ月に1回の頻度で行った。また，干潟の底生付着藻類の

巻き上げを評価するため，2024年3月及び7月にアクリル

35 

表3 アサリ肥満度と栄養状態 

 

表2 育成試験の日程と測定項目 

 

肥満度 ＝ 
軟体部湿重量(g) 

殻長(mm)×殻高(mm)×殻幅(mm) 
× 105 

群成熟度 ＝ 
n1A + n2B + n3C 

N 
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製円筒容器（内径105mm，高さ180mm）に表層土壌を深さ

50mm程度コア採取した（n=3）。実験は図2に示す装置で

行った。採取したコア内に直上水としてろ過海水を入れ，

撹拌装置で撹拌速度100rpm，1分間撹拌後，直上水のChl-a

を測定した。なお，撹拌速度100rpmは，目視で土壌粒子

の巻き上げが確認できない程度のゆっくりとした速度で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．結果及び考察 

3.1 アサリの成育・成熟の地域差 

宮島及び安浦における平均殻長の推移を図3に示す。ア

サリは，殻長25mm程度まで急激に成長した。宮島では，

その後も緩やかに成長し，1年後の7月には約30mm，2年後

の7月には約35mmに達した。一方の安浦では，冬季から春

季（11月～5月）にかけて成長が停滞した。その後5月以

降に成長が再開され，11月頃には約30mmに達したが，再

び冬季から春季にかけては成長が停滞した。次に宮島及

び安浦における生残率の推移を図4に示す。1年後の生残

率は，宮島66%，安浦56%と宮島の方が若干高くなってい

たが，その後徐々に差は拡大し，2年後では，宮島46%，

安浦17%と宮島の方が2.5倍以上高くなった。 

宮島及び安浦における肥満度の推移を図5に示す。肥満

度は総じて宮島の方が高く，季節変動のパターンも異な

っていた。宮島では冬から春にかけて肥満度は上昇し，

春季にピークに達した（2023年3月：19.4，2024年4月：図2 巻き上げ実験装置 

図4 アサリの生残率の推移 

(エラーバーは標準偏差，n=3) 

図3 アサリの平均殻長の推移 

(エラーバーは標準偏差，n:測定時の生存個体数) 

図6 アサリの群成熟度と成熟段階の割合の推移（宮島） 図7 アサリの群成熟度と成熟段階の割合の推移（安浦） 

図5 アサリの肥満度の推移 

(エラーバーは標準偏差，n=6～10) 
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19.4）。その後6月にかけては比較的高く推移した。7月

には一旦低下するが，8月に再びピークとなり，その後冬

にかけて低下した。ランクB以上（15.1以上）の身入りが

良好な状態は，2023年は2月から10月まで，2024年は2月

から8月まで継続した。一方，安浦では春季にピークはな

く，7～9月頃にピークとなった。ピーク時の肥満度の最

大値は，2023年7月：17.3，2024年7月：15.0となってお

り，宮島と比べると低い値であり，身入りの良いランクB

以上の期間も短くなっていた。また，肥満度は，ランクD

以下（12.0以下）になると種々の原因により減耗が起こ

りやすくなるといわれている6)。今回の調査期間中，宮島

では肥満度がランクD以下となったのは2023年12月（11.2）

の1回のみであった。それに対して安浦では，冬季から春

季にかけてランクD以下になる場合が多く，特に2024年3

月には最低値9.4であり，宮島と比べて身入りが悪く活力

が低い期間が長くなっていた。この期間は成長が停滞す

る時期と一致していた。 

宮島及び安浦における群成熟度及び成熟段階の割合を

それぞれ図6及び図7に示す。群成熟度は，0～1の値をと

り，0に近いほどその個体群には未熟な個体が多く，1に

近いほど成熟した個体が多い状態にあるといえる。この

時系列曲線の極大付近が産卵放精開始期に当たり，曲線

の下降する間が産卵放精期，上昇する間が生殖巣増大期，

極小付近が休止期に当たると考えられている7)。群成熟度

は，宮島では1月に極小となるが，その後上昇し，産卵期

に向けて生殖巣が増大しているものと推察された。4月に

なるとAの性成熟した個体がみられるようになった。4～

11月にかけては性成熟した個体の割合が高く，群成熟度

も高い値で推移した。アサリの産卵ピークは，東京湾以

南では春季と秋季の年2回といわれている9)。また，瀬戸

内海ではアサリは4月頃から11月頃まで産卵し，広島湾で

は，浮遊幼生の調査により，5～6月と10～11月にピーク

があると報告されている10)。今回の宮島の肥満度及び群

成熟度の結果はこれを支持していた。一方，安浦では1

～3月に群成熟度が極小となり，この期間は全ての個体が

未成熟であった。5月以降から群成熟度は増加し9月に極

大となった。この結果から，安浦では，春季には産卵は

起こっておらず，産卵期は夏～秋季の1回のみであると推

察された。 

アサリの成長や成熟には水温や餌料環境が密接に関係

しているといわれており9，11，12)，アサリの殻長の伸び，

肥満度，放卵・放精個体の比率は，いずれも摂餌量の多

い方が高くなることが室内実験により確認されている12)。

今回の調査地点間では，水温の差は大きくないと考えら

れるため，餌料環境が影響しているものと考えられた。

そこで，各干潟において餌料環境の調査を行った。 

 

3.2 アサリの餌料環境 

アサリは懸濁物食者であり，水中の植物プランクトン

のみならず，砂泥表面から巻き上がった付着珪藻やデト

リタスを餌としている13，14)。このため，一般的に植物色

素量がアサリの餌料の指標とされている15)。宮島及び安

浦における干潟直上水中のクロロフィルa，SS及びSSに対

するクロロフィルaの割合（Chl-a/SS）の推移を図8に示

す。クロロフィルaは総じて宮島の方が高く，調査期間中

の平均値は，宮島：10.6μg/L，安浦：4.6μg/Lであった。

SSの平均値は，宮島：38mg/L，安浦：35mg/Lと同程度で

あったが，Chl-a/SSは総じて宮島の方が高くなった。一

般に懸濁物質中の無機物濃度が低い方がアサリのろ水活

性は高く16)，Chl-a/SSの高い懸濁物ほど餌料価値が高い

といわれている13)。このことからクロロフィルaの量・質

の高い宮島の方がアサリの餌料環境として好適であると

考えられた。ここで安浦でのアサリの成長期及び停滞期

にそれぞれ相当する5～9月及び11～3月に分けて解析を

行った。5～9月及び11～3月のクロロフィルaの平均値を

図9に示す。5～9月のクロロフィルaは，宮島：8.7μg/L，

安浦：6.5μg/Lに対して，安浦で成長が停滞する11～3

月には，宮島：12.7μg/L，安浦：2.3μg/Lと5倍以上の

差が見られた。また，アサリの成育に必要なクロロフィ

ルaの下限値は厳密には不明であるが，3μg/Lを目安とさ

れる場合が多い17)。このことから，安浦での冬季～春季

の成長の停滞，肥満度の低下は餌料に起因していること

が示唆された。次に底質のクロロフィルaの推移を図10

に示す。宮島では，2023年の1月に高値となっているが，

底生付着藻類は，植食動物の摂食圧が下がる低水温期に

ブルームが見られることが多いといわれており18)，この

高値はブルームによるものと推察された。調査期間中の

平均値は，宮島：8.8μg/cm2，安浦：11.3μg/cm2と安浦

の方が高くなっていた。前述のようにアサリは懸濁物食

者であるため，砂泥に付着した藻類はそのままの状態で

は摂取することはできない。そこで底生付着藻類の巻き

上げを評価する実験を行った。底質コアの採取は，両地

点とも成長の認められる7月と安浦で成長が停滞する3月

に行った。結果を図11に示す。なお，コア採取時の底質

のクロロフィルaは，7月は宮島：5.8μg/cm2，安浦：4.7

μg/cm2，3月は宮島：5.2μg/cm2，安浦：8.8μg/cm2であ

った。7月の結果では，宮島と安浦で顕著な差は認められ

ないが，3月の結果では，底質のクロロフィルaは安浦の

方が高いにもかかわらず，撹拌後の直上水のクロロフィ

ルaは宮島の方が2倍以上高くなった。このことは，3月は

宮島では底生付着藻類の巻き上げが起こり易く，直上水

のクロロフィルaの上昇に寄与しているものと推察され

た。アサリは海底面近くで水管を伸ばして海底直上の水

を吸い込むため，底生付着藻類が巻き上がりやすい環境
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は，アサリの餌料環境に適していると考えられ，宮島と

安浦の成長の差に寄与していることが示唆された。 

底生付着藻類のうち沿岸の干潟・浅海域で一般に優占

する分類群は珪藻であり19)，干潟の砂泥等の基質に付着

して生息している。付着珪藻は，細胞の大きさ，形，運

動性など様々なタイプがあり，種によって付着力が異な

ることが報告されている20)。波浪や潮汐によって懸濁さ

れやすい付着力の弱いタイプが餌として利用されやすい

ことが予想される。今回の調査では種の調査を行ってい

ないが，宮島では付着力の弱い種が優占していた可能性

が考えられる。 

付着珪藻は，干潟では主要な一次生産者であり，生物

量，生産量とも植物プランクトンに匹敵するといわれて

いる21)。近年，安定同位体比を用いた研究が進むにつれ

て，餌として植物プランクトンだけでなく，付着珪藻が

重要であるという報告が増えてきている22)。また，直上

水の溶存態窒素（DIN）が低下すると底生付着藻類の付着

力が高まり，水中に再懸濁されにくくなるという報告も

あり23)，海域の貧栄養化が関係している可能性も示唆さ

れた。一般的に海域の貧栄養化が議論される場合，餌料

環境として植物プランクトンにより評価されることが多

いが，今後は植物プランクトンだけでなく底生付着藻類

についても評価を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．まとめ 

相対的に富栄養な広島湾と貧栄養な燧灘の干潟にお

いてアサリの成育・成熟についての実態調査を行い，こ

れらに差が生じた要因について各干潟の餌料環境によ

り考察した。その結果，得られた知見は以下のとおりで

ある。 

1)アサリの成長速度，生残率，肥満度及び産卵時期には

地域差があった。アサリは，広島湾の干潟では年間を通

して成長し，生残率，肥満度及び群成熟度は燧灘の干潟

と比べて総じて高くなった。燧灘の干潟では11月から5

月にかけて成長が停滞し，肥満度及び群成熟度の季節変

動から広島湾の産卵盛期は春季と秋季の2回に対して燧

灘では夏～秋季の1回のみと推察された。 

2)広島湾の干潟では，直上水のクロロフィルa及びSSに

図9 干潟直上水のクロロフィルaの期間平均値 

（エラーバーは標準偏差，5～9月：n=8，11～3月：n=7） 

図11 底質巻き上げ実験における撹拌後の直上水の

クロロフィルa (エラーバーは標準偏差，n=3) 

図10 干潟底質のクロロフィルaの推移 

(2022年5月の安浦は欠測) 

図8 干潟直上水の(a)クロロフィルa，(b)SS及び

(c)Chl-a/SSの推移 
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対するクロロフィルaの割合（Chl-a/SS）が高く，量・

質とも餌料環境として好適であった。特に燧灘で成長が

停滞する11月から5月にかけては，クロロフィルaは5倍

以上の差があり，アサリの成長・成熟の地域差は餌料環

境に起因しているものと推察された。 

3)室内実験の結果から，底生付着藻類の巻き上がり易さ

が直上水のクロロフィルaの上昇，すなわちアサリの餌料

環境に寄与していることが示唆された。 
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